
2017 年 6月吉日 

～突撃★ドメーヌ最新情報！！～ 

◆VCN°43 ノエラ・モランタン 

生産地方：ロワール 

新着ワイン 2種類♪ 

 
VdF マリー・ローズ カベルネ・ソーヴィニョン 2015（ロゼ） 

2015 年のカベルネ・ソーヴィニョンは、ノエラ曰く、房は多く実っていたがブドウの果皮が厚くジュースが思

っていたほど取れなかったがその分カベルネの味わいが十分に出ているとのこと！ワインはとてもアロマティック

で、アセロラやバラの香りが華やか！残糖 1.4 g/Ⅼの辛口だが、タッチが柔らかくどこかほんのりとやさしい味わ

いに仕上がっている！これからの暑い季節にはアペリティフにピッタリのワインだ！ちなみに 2016 年はドライな

味わいのペティアン・ナチュレルに仕上げる予定。 
 

VdF モン・シェール ガメイ 2015（赤） 

2015 年は、カベルネ同様に房の数が多い割には果汁が思うように取れなかった。今回は、前年とは違いブドウ

の状態が良かったので 100%マセラシオン・カルボニックで仕上げている！また、フレッシュな果実味を活かすた

めに熟成は全てタンクで行っている！ワインはとてもジューシーで、まるでもぎたてのチェリーを口に入れている

ようなチャーミングな果実味口に広がる！  

 

ミレジム情報 当主ノエラ・モランタンのコメント  

 2015 年は、白は収量が十分に取れたが、赤は夏の暑さの影響で一時ブドウの成長がストップしたためか、

潜在アルコール度数はそれほど上がらず、収量も房が多い割には果汁が少なかった。春のスタートは雨も比較

的多く涼しい気候で、発芽もやや遅れていたが、5 月に入り雨の降らない乾燥した天気が 8 月いっぱいまで続

いた。夏は猛暑で日中の気温がと日照りの影響で順調に成長していたブドウも夏バテ気味になり、成長にブレ

ーキがかかり始めた。9月の収穫前に雨が降り、白ブドウは渇きを若干潤したが、ガメイやカベルネ・ソーヴ

ィニョンは果皮が厚く粒の小さいままだった。収穫期は、前半は雨もなく、白は潜在アルコール度数の高い完

熟したブドウが採れたが、後半から天気が崩れ、赤のブドウはほぼ雨の中での収穫となった。 

 

「ヨシ」のつ・ぶ・や・き 

この写真はノエラの LBLヴィエーユ・ヴィーニュ・ソービ

ニョンブランの畑だ（写真①）。ブドウの木の枝に茶色く枯

れた葉が付いているが、これは 4月 29日に襲った霜により

発芽した芽が枯れてしまった様子だ。ノエラが言うには、こ

の日は気温がマイナス 6 度まで下がったそうだ。その前に、

今年は 4月 20 日、21 日、26 日、27日、28 日と気温がマ

イナスまで落ちた日が何と 5日間も続いたのだが、ノエラは

毎日朝 4時に起きて畑に灯油一斗缶の大きさのロウソクを

10 m おきに何缶も焚いて霜対策を行っていた。だが、不幸

にも 4 月 29 日は天気予報の事前の予報もなく突然襲ったた

め、対処ができなかったそうだ…。この被害で、ノエラは概

算で約 9割の芽が霜でやられてしまったそうだ。「一斗缶の

ロウソクを焚いている時は霜に十分効果があり、今年は何と

か乗り切ったと思っていたが、最後の最後で全ての努力が無駄に終わってしまった…。ロウソクの経費もバカ

にならないし、何よりも霜の保険に入っていないので、今年は相当厳しい年になることを覚悟している」と彼

写真① 遅霜に遭ったソーヴィニヨン 



女が疲れた表情を浮かべながら語ってくれた。ちなみに、写真の奥の方に見える緑の葉が本来伸びているはず

のブドウの新芽だ。ほとんどが枯れてしまっている中、ほんの少しだけ緑を残しているのが、何とも痛々しい。 

 次は、新しいカーヴ建設中の写真。（写真②）これは 2 月上旬に訪れた時に撮った写真で、この時はまだ工事

に取り掛かった段階だった。奥に見える扉のその奥は洞窟カーヴになっていて、壁はヴヴレーやモンルイに見

られるテュフォーと呼ばれる石灰岩だ。計画では洞窟カーヴをワインの醸造酒蔵やワインのストック場所に使

用する予定だ。ノエラ曰く、洞窟内は温度が一年中安定し

ていて、ワインをゆっくり熟成させるには最適だとのこと。

そして、次に右側に壁を新たに増築しているノエラが立っ

ている場所は、醸造所になる予定の空間だ。床はこれから

コンクリートを敷き、洞窟に接するように壁と屋根を付け、

早ければ今年の 8月終わりに完成の予定だ。 

 この時は、まだ霜の被害の前だったので、ノエラも前途

洋々たる面持ちでエネルギーに満ち溢れていたが、今回の

訪問は、さすがに霜にやられたばかりだったこともあり、

すっかり意気消沈した様子だった…。今年の収穫はほとん

ど期待できないが、しかひ、これから畑の仕事は本番で山

のように作業が待ち受けている。収穫するものがほとんど

ない状況の中でも、来年に向けての作業はこれからしなければならないことを考えると、いち早く気持ちを立

て直せるよう、この苦難を何とか乗り越えて欲しい！！ 

（2017.2.8.＆5.4.のドメーヌ突撃訪問より） 

写真② 建設中の新カーヴ 

 


